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１ 協定締結の背景

◆環境モデル都市に選定（H24）
◆バイオマス産業都市に選定（H25）
◆農業分野の国家戦略特区に指定 （H26）
◆農業の12次産業化を推進（H26～）

市町村「日本一」の水田面積

地域を代表するバイオマス資源である「もみ殻」の有効活用による
「地域課題の解決」と，さらなる「地域の発展」を目指す

◆バイオマスタウン構想の策定（H21）
◆もみ殻循環プロジェクト立ち上げ（H23）
◆バイオマス産業都市に選定（H26）

もみ殻の活用に関する
国内トップレベルの取組実績

新潟市射水市



２ 協定の概要

もみ殻の利活用による新産業の創出・農業経営の安定

もみ殻の有効活用の推進による持続可能な低炭素社会および

循環型社会 の構築

目 的

①もみ殻の有効活用に関する研究・実証について

②もみ殻の有効活用の取組みに関する情報交換について

③もみ殻の有効活用に関する取組成果の周知・公表について

④両市の農業関係者，研究者及び事業者等の交流について

⑤その他もみ殻の有効活用の推進に資する事項について

協力事項

もみ殻の有効活用の推進のための連携協定

名 称



３ 連携協定に基づく取組み

連 携

研究・実証

情報の共有

成果の公表

関係者交流

①両市取組みの深化・拡大，②地域の活性化，③スタンダードプロジェクトの実現

新産業の創出・農業経営の安定
持続可能な低炭素社会および循環型社会の構築

もみ殻循環プロジェクトの取組

（１）もみ殻の有効利用
・実用機の導入

（２）もみ殻灰肥料化事業
・肥料登録・製品化

（３）コンクリーと代替資材
・実用化実証

（４）肥料製造事業
・造粒プラントの設計・施工

射水市

田園資源活用方針に基づく取組

（１）ビニールハウス暖房燃料活用
・ペレットボイラー，無加工ボイラー
・灰の水田における試用
・灰の園芸用ポット基材活用

（２）生もみ乾燥機の燃料活用
・農業法人との意見交換
・先進事例の研究、導入支援策の検討

（３）射水型システムの導入検討
・農協との意見交換、先進事例の研究

・導入支援策の検討

新潟市

ボイラー
メーカー

研究機関 関係機関

農 協 大 学
肥料

メーカー

ボイラー
メーカー

大学
障がい者
施設

農家
（法人・個人）

農協 農業資材
流通業者



４ 協定締結式について

【期 日】 平成28年4月13日（水）

【時 間】 16:00 ～16:30

【会 場】 ホテルルポール麹町
（東京都千代田区麹町）

【報道棚入】 射水市記者クラブ
新潟市記者クラブ
農林水産省記者クラブ
環境省記者クラブ

【式次第】 ① 両市長あいさつ
② 協定書への署名・手交
③ 協定概要説明
④ 質疑応答 事務担当 農林水産課（新湊庁舎）

電話８２－１９５９


